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東亜同文書院創立一
OO
周年を記念して、本日、その記
念行事が福友会と愛知大学と共に開催されますことを心からお慶び申し上げます口東亜同文書院大学は一九四五年（昭和初年）の敗戦により廃校となり、その経営母体であった東亜同文会も解散されました
c
同文書院の最後の学長であった本間喜一先生は、一九四
六年（昭和幻年）一二月に学生達と一緒に日本に帰られ、小岩井浄先生ら、同文書院の教授達と図り、自力によって大学を創設し同文書院はじめ海外の多くの学校から引き揚げ帰国した学生を収容する為の計画を推進し、その年の六月に、ここ、豊橋の陸軍予備士官学校跡を借用する認可を受け、十一月には、早くも文部省の設立認可を受けました
c
本問先生帰国後 僅か半年後のことであります。
かくして旧制愛知大学が設立され、一九四七年（昭和辺
年）一月に予科 そして四月には学部が開学された であります。創立時の教職員、学生はその大半が東亜同文書院
大学の関係者で占められていました口
当時の占領下において、
GHQ
（連合同軍総司令部）か
ら、東亜同文書院大学そのままの大学は認可しないとの条件が付けられ、その設立認可を確実にする め愛知大学は、東亜同文書院とは無関係 あることを公言せざるを得なかったのも事実であります。しかしながら、東亜同文会所蔵の「霞山文庫」約二一五、000
冊が
GHQ
の接収を免れ、愛知大学の蔵書となり、
大学設立の基礎となりました口
また、日中文化交流の懸け橋とも言うべき 中日大昨典
L
（一九五四年
H
昭和却年
H
）に同文書院で作成中の中日辞
典用の十四万枚のカ
l
ドが中国政府から返還されることに
なり、鈴木揮郎先生らによって追加再編成され、一九六八年（昭和必年）に「中日大辞典
L
として出版されました。
関係者の多くの努力の結果、現存している「 書院学
籍簿」「成績簿」などなどは、東亜同文書院大学と愛知大学との関係を知実に示すものであります
D
最近においても、
一九九
一年（平成
3年
）
に東亜同文書院記念基金会から寄
託を受け、
一九九
三年
（平成
5年）
には東亜同文啓院大学
記念センタ
ーが設世されました
。
二
OOO
年（平成問年
）一一一
月より、卒業の最優秀卒業生に
「東亜同文書院記念基金栄誉賞」を贈る
ことを決定し実施
しております
。また、現代中国学部を開設、
一年生全員を
中国天津の南
聞大学において学ばせ、
三年時には中国現地
研究調査旅行を実施する等、大学の中国関係の特色も構築されつつあります
。
正に東亜同文書院大学の存
在
なくしては愛知大学の開学
は不可能であったのは、歴史的事実であり、東亜同文書院は愛知大学の前身であり、母校的存在であります
。
この創立
一O
O周年を機に泥友会が愛知大学同窓会の特
別会員として合流することを決定されましたことは、誠に喜ばしい
ことであり、愛知大学
同窓会として、熱烈歓迎し、
全面
ご協力をいたす次第であります
。
また、同窓会の五
O周年記念行事として、本日、本間名
符学長の胸像除幕も行い、同文
HU院初代の似津院長と
μ以後
の本間学長の胸像が揃うことになり、書院建設
’の精神が
名
実ともに愛知大学に受け継がれることになると考えます
。
書院の歴
史と伝統と遺産が我々に
一一層の深みを増して発
展の基盤 な
って、今後大きく展開するよう努力して行く
事をお約束いたします
。
ありがとうございました
。
一九
一五年
か
ら
一九
二一
同文訂
院（
虹僑路校舎
）
上海事変で焼失した
。
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